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静関大学地学研究報告第 2巻第 i号 1970年 5丹

佐賀県武雄市付近の地質構造と火成岩との関係*

橋 f鼓ネ*

I まえカずさ一

各層群の層序・層相変化・

この段穏では，杵島層群を貫く

かったので，松下久道 (1951)

は1952年以来‘九州北西部に する の杵 -相滞・佐世保の

について研究を行ない，数回にわたってその結果を発表した。

の頁人時期1・岩七宇的特徴などが充分明らかにされていな

したホ天草型捜由構造グで代表される第三系の指曲運動の時

期，およびそれに引続いて起ったと考えられる断層運動の時期を的確にとらえることができなかっ

たO しかしその後、松本佳夫ら (1960，1961)その他の研究者によって北西部九州の火成活動につ

いて， の成果が公表されるに到り， グ〉 について新しい資料が加えられることに

なった。

1965年，筆者は武雄流紋岩類およびその問囲に分存する杵島層群の地質構造.およびそれら

の関係について，部おの縮尺の地形国を用いて，精査する機会を得，松本らの資料を合せて考察を

行なったので， ここに記して諸賢の櫛批判を仰ぎたい O

この研究を行なうに当り 調査の機会を与えられ，御指導をいただいた九州大学理学部の松下久

道教授，野外調査の際に有益な御助言をいただいた高信良平助教授に厚く御礼申し上げる O また

に停官を与えられた武雄市関係当局に深謝する O なお図面の浄書の労をわずらわせた半田孝可氏

に感謝の意を表する。

II 地形概説-調査域の中央を通る国鉄佐世保線に沿って雫その南側に が発達し，

武雄JlIが東方へゆるやかに流れている O 武雄)11の南側には流紋岩の貫入岩体がつくる御船山の急、峻

な4つの円錐状山形が連なり(最高峰:海抜211m) ， とくに山体の南縁は高{氏系約 100mの

を形成している。御船山山麓には崖錐および杵島層群からなる，なだらかな丘陵が発達し，それぞ

れ海抜高度20，30， 40怖の高さに平盟面が認められる。

一方，佐世保線の北{期には，主に流紋岩の岩体からなる蓬莱山(桜山公園)の山稜が，北西に多

少屈曲しながら次第に高さを増し，またこの山稜から高さ 1001n内外の山稜が北東に派生している O

山の東北東に丸山公園(海抜約70m ) の丘陵が孤立している。鉄道の北側には洪積世の広い段

丘(砂機泥土層，市営揚水場試錐で厚さ 11.8m ) が拡がり，その上に武雄市市街が発達している。

段丘の一部は小橋F付近で鉄道を横切って東方にのびている D 武雄中学校の南側にはー鉄道をはさん

で両側に，高さ海抜20~25m の小丘があって， とみられる地層が露出する O このうち西側

本 つねに荘II懇篤な御指導御鞭提を頂いた桝谷文雄・竹内正反同教授の荘!I退官を記念して，感謝の意をこめて，この

IJ、論を捧げるの(1970年 2月15日受理)
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第2函 地質断面図 〔註〕凡例は第 1[;gJと開1.:
0

られる。この両丘の北東一帯は洪積段丘

口一ム隔で面支われている。

の小丘には古墳時代後期のものとみられる

より一段高い(海抜10~171n )平盟地形が認められ，

は，下から相知・

も

の向臆群に分けられる O

である本層群の地質時代は始新世

III 第三系の層序と岩相一調査域の

1.相知層群:唐津(

末期~漸新世前期 (C~ D) といわれ， (1927)はこれを下から厳木・芳谷両層に，松下

(1949)は下からうつぽ木・矢代・芳谷の 3層に細分している。本層群は調査域で露出がなく，わ

ずかに武雄市営揚水場試錐工事の際地下で認められたに過ぎない O 資料によると，地表下 98~280

m の開で認められる地層のうち，その上半部(層厚約75m )は頁岩~砂質頁岩からなり，下半部

(層厚約 100郁)は砂岩の優勢な岩相を示し，芳谷層上部に相当するとみられる o

2. 杵 嘉層 群:杵島層群は北部九州、iの小倉・筑豊・糟屋・福岡の諸炭田に分布する

}高群に対比され，唐津(杵島)炭田の主部および佐世保炭田の一部に広く分布している。この層群

は漸新世 (D-E)における芦屋海浸のもとで堆積した海成層で，各所で多種多数の海棲員化石を

産出している口本層群の は武雄市西方約4仇の三間坂地区で推計約1，070協，さらに西方10km

の有田地区でL100-1，200m，さらに西方23.kmの九十九島地区(佐世保炭田)でL220m，一般に西

方へいくにつれて厚層化の傾向がみられる口本層群が模式的に露出する存田・早妓地区では，本層

群を堆積輪廻にもとづいて，下から杵島・曲)11.三JlI内・早岐・大塔の 5累層に区分され，さらに
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各累層は 2~4 部層に細分される(高橋ら， 1957) 0 これらの部層の層相は模式地の有国一早岐地

区から遠く離れた武雄地区まで比較的よく追跡される。

杵島層群と下位の相知麗群との関係は，今回の調査で直接みることができない。斉藤林次 (1953)

は炭田北部で行った10数本の試錐資料から，両層群の間にゆるいが明瞭な傾斜不整合があると解釈

し、山崎達雄 (1953)はごくゆるい傾斜不整合の存在が推定されるが，芳谷層J財員後著しし 1海浸があ

ったことから，あるいはその際の覆蔽現象かも-しれないと述べている O 一方高檎ら (1957)は有田

地区の試錐資料にもとづいて，杵島層群の基底に著しい礁岩はなく，礎質砂岩あるいは粗粒砂岩に

移化するようであり，両!吾群の境界の上下にある他の礎岩・磯質砂岩と同様，層間老若岩と解釈し，

両層群の関係は漸移的，整合的ではないかとみている。

(1) 杵 島 累 層 :井上英二 (1958)の部層区分に従って，下部の城野砂岩層，上部の大

川野砂岩頁岩層に分ける。

a )城野砂岩層(層厚75郁調査域ではわずかに武雄小学校付近，武雄高校付近および

武雄競輪場付近の丘陵に限られて露出分布するにすぎない。武雄小付近では，主として灰黄色の粗~

極く粗粒ア…コーズ砂岩からなり， ところにより細~中礁を散点状に含むほか，細機質砂岩をはさ

むことがある O この部!替は上位にいくに従って灰白色の細粒塊状砂岩、さらに泥質細粒砂岩に漸移

的に移化するので，上位の大川野部層との境界は便宜上上記の綿粒塊状砂岩の下底におくことにす

る。なお，市営揚水場試錐資料によれば，本部層は深度25~98怖の間に存在し，下底に

6 m )が存在する O

b )大}ll野砂岩頁岩層(濁厚50-75m ) • 丸山公菌，武雄小付近およびその西側丘陵山麓

に沿って幅広く分布するほか，御船山北部山麓，武雄高校付近および武雄神社東側に帯状に分布す

るo 下から灰白色塊状細粒砂岩，黄灰色泥質細粒砂岩，紫赤色頁岩，泥質砂岩，灰白色細粒砂岩と

黒色頁岩の立層，板状細粒砂岩，やや泥質塊状中~細粒砂岩ー淘汰良好な砂岩と泥質細粒砂岩の

層からなる。細粒砂岩や頁岩にはしばしば炭化植物片や白色雲母片を含むO 本部層から TurriteIIα 

叩・ その他の権棲貝化石を発見したが，これは長尾 (1927)が有田町北方の応法付近のものに命

名した有田化石帯とほぼ同層準のものであろう O

(2) 曲川i累層(高橋ら， 1957) 岩相により，下から黒川i砂岩層，原明凝灰質岩窟，および

木原砂質頁岩層の 3部層に分けられる。本地域では最上部の木原部層が露出しないので，その

は省略する O

c )黒JlI砂岩層(層厚65郁蓬莱山の西側斜面，その北方丘陵山腹，御船山の西斜面，

武雄神社付近および丸山公園の山頂部，武雄中学付近の小丘に露出分布する O 基底およびその上位

約35怖の層準に，硬質砂岩・チャート・ホルンブエルスなどの， よく円磨された中~細磯を含む磯

質粗粒砂岩があり， そのマトリックス中に海緑石とみられる濃縁色鉱物を含む。この礎質岩中の磯

径は有田付近のものに比べて小さし また礎質岩層は，武雄地区では連続性に乏しく，横に粗粒砂

岩に移化する。黒川砂岩層の主部は海緑お様緑色鉱物を含有する帯縁灰自色の粗~中粒塊状砂岩、

および暗青灰色の中~細粒板状硬質砂岩からなり，後者は炭化植物片およ 片を含むD 上部に

いくにつれて泥質細粒砂岩に移化し， ときに炭化植物片を含有する灰色頁岩をはさむ。

58-



板状砂岩と砂質

たo

を

m ?) .本部層は蓬莱山北方の丘綾山頂部および御船山西山

に分布する O この部層には緑色鉱物を含む極く粗粒砂岩に始まり，

白色硬質凝灰岩に終る堆積小輪懇の繰返しがみられるほか，ときに暗灰色

が介在する O 御船山高f閉山腹の本部層から属種不明の良化石が発見され

N 武雄流紋岩類一調査域では御船山の山体主部を構成して露出するほか，蓬莱山の稜線に沿

って分布する 9 また武雄高校付近に御齢山から派生するNW30。方向、幅40m内外の同質の岩販が，

また御船山から西方に派生するi幅約 180m の岩体がある O 丸山公器北東斜面，武雄小学校付近，そ

の北方などに小規模の同質岩脈が，蓬莱山や御船山の岩体ののびの方向，すなわちNW300内外の方

向に平行に走っている O

は一般に灰白色を呈し，斜長石・角関石・黒雲母および石英の斑品が肉眼で識別できる o

松本ら (1960)によれば、斑品および微斑品鉱物として，このほかアルカリ長石・磁鉄鉱を含み，

-アルカリ -クリストバル石・ -ジルコン・粘土鉱物・ガラ

スを ， ジルコン法(T 0 M 1 T A， T. 1954)によれば， ジルコンは奥祖母大崩山花関岩中の

ものと同じ桃色の群色を示すので，その噴出の時期は中新世後期Gを示すという O

V 杵島層群の地質構造一調査域の北北西約 3仇および南高東約 2.8仇の地点を中心とし，それ

ぞれ第三系からなる姥原ドームおよび嬉野ドーム構造が形成されている O 従って調査域は両ドーム

構造に跨る区域を占める O 調査域のほぼ中央には，両ドーム構造の境界をなすNE70
0

方向の推定断

(武雄断層と名付ける)が横切る O

1. 摺 曲構造:上記のように，従来の研究によれば，本地区はそれぞれ両ドーム構造の

一部を占めることになるが，詳細な調査を行なってみると，必ずしも単純なドーム構造をとってい

るとはいえない O

武雄断層の北側では，軸が見掛上蓬莱山の流紋岩体の中心を， NW300の方向に走る向斜構造があ

るO また武雄小学校東側に，軸がNE30
0

方向に走る背斜構造がある O これらが武雄断層の北側にお

ける主要摺曲構造である O 流紋岩体の西側では，杵島層群の走向傾、斜はNW40~90o ， 6 ~30o N ， 

一般に岩体に近づくにつれて急傾斜をなす。岩体の東側ではNE8 -300， 2 -18
0

Wの走向傾斜を示

す。従って蓬莱山の山稜に沿って走る軸が，北へ緩傾斜する見掛上の沈降向斜構造を形成する。武

雄小東側の背斜軸の西側の走向はほぼNSで，西に2-40の角度で緩斜，軸の東側ではNE20-60。の

走向て、、東へ 5-10の傾斜角を示し，軸が南へ緩斜する沈降背斜構造をなす。なお，上記の両手習曲軸

の間にはその両翼の傾斜角が10"以下の極めてゆるやかな向斜および背斜構造が認められる。

上記のように蓬莱山岩体のところで見掛上向斜構造が形成されているが，武雄断層をはさんでそ

の南側の延長上にある御船山岩体のところでは，逆に，見掛上背斜構造を形成し，断層の両側の構

造の開には直接関連性が認められない o 御船山岩体の西側で杵島層群はNW16-30
0

の走向を示し，

岩体に近いところでは西に50~の角度で急、斜するが，岩体から離れると 35-28の傾斜角を示し，やや

59-
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-節理および流紋岩の流理構造
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かになる O 岩体の北東側で辻NW13~50o(7) 

グ〉 と御船山岩体にはさまれた

で23 角度で拘束顕斜をなし，武雄高校西側

向はNE40~ ア 50 ，北へ 13~ の傾斜角を示す Q

御船山岩体のほぼ中央をNE-SW方向に (後述)の北西測で見掛上北へ援斜す

る軸をもっ沈蜂背斜構造を形成する。御船山の南東側で

25~5げの傾斜を示し。御括山の南西測ではNW 45~ 8Tの

も岩f本に近づくにつれて傾斜角が増大する傾向がみられる O

はNE35-45
0
の走向で‘北西へ

5 -20
0

の{頃宗寺を 7子;す O ここで

2. 翫麗と節理:調査域の断層は NEE~NE 方向およびこれとは る NNW~NW

向の 2断層系統に分けられる O

a) NEE~NE系断麗武雄断層武雄)11 に沿う沖積平地と洪積台地をはさんで，高北に

分布する杵島層群の構造は，第 2図の地質断面図C-DとE Fを比較しでわかるように全く異な

っていて‘各部層が沖・洪積層下で連続するとは考えられないので，被覆された断層を推定した O

この断謄は周辺の地質および節理の方向等をもとにして NEE方向南落ちと考えた。

御船山断層(仮称箱水(自噴泉、水温21~220C )付近と武雄神社を結ぶ椋を通るトJE SW  

方向，南落ちの正断層とみられる。なお上記の 2断層の間に，武雄i新屠にlTfぞ走する南落ち，

10mの小断腸がある O

b)NNW~N の北側では、武雄温泉北方の溜池付近の 2ヶ所および武

雄小学校敷地内の lヶ所にそれぞれNE20
0
， 60
0
W ; NW  30

0
， 70
0 
WおよびNS，80

0
Wの走向傾斜-を

す微小断患がみられるだけで，中規模以上の断層は認められない D

武雄断層の南側では武雄高校グラウンド際の国道バイパス沿いの切取りに， NW  25
0

， 70
0Eの

面を介して城野砂岩層と武雄流紋岩類の岩脈が接している O この断層の南東延長上においては，杵

島層群が切られる O ここでは落差50m内外，南落ちの逆控fr患と考えられる O このほか，萩野尾園の

方に NNW系断層が地域外からの調査で推定される。

c )節 理:著しい特徴としていえることはー武雄断層の北側で武雄温泉付近を中心とす

る肢射状節理が発達していることである O これは武雄1lii泉の湧出の重要な要因の…っと考えられる O

このほか武雄滋泉の北東および北方でー蓬莱山の流紋岩体ののびの方向に平行な節理が比較的多い

のも一つの特徴といえる O これに対して前述の微小断層の一つはこれに平行で、あり宅他の 2本はこ

れと45~の角度で交わっていることも流紋岩貫入前後の断層運動を検討する上に重要な手掛りの一つ

になると考えられる O

御船山の周辺では‘武雄高校と競輪場を結ぶ断層にほぼ平行な， NW-S E系の節理が優勢であ

るO それらの領斜の方向も同断麗のそれとほぼ…致しているのも特徴である O

VI 武雄流紋岩類の構造と杵島麗群との関係一同流紋岩類が杵島居群と直接に接する館所が観察

できるのは，武雄温泉場北側の露頭およびその北東約50mのトンネル内，蓬莱山の南西出麓，武雄

高校横の国道バイパス切取り，同校校庭などである O 蓬莱山の思閤の 3地点では，両者の関係は明

瞭な貫入関係であって，その接触部には流紋岩体の急、冷周縁棺として黒躍岩~真珠岩が認められる O

接触面の走向傾斜は。湯泉場付近でNW30~ 70
o
W，国岩体南西山麓で民W 10-15~ 40

0
Wである。ま
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た流紋岩の流理の走向は.第 3図に示すように岩体ののびの方向に沿う傾向があり，一般に急傾斜

(65 --8めをなしている O このほか温泉の分布と泉温の関係からみた泉脈の状態(飯盛喜代春ら，

1963) ， 放射能測定の結果(室井渡， 1964)などの資料も考え合せると，蓬莱山の岩体はNW30--

40
0

(の走向で沖・洪積層下に連続し，南西へ40--80め角度で傾斜しているものとみられる O またこの

の先依は熔岩流ではなく，第三系を貫いた中規模の岩体と考えられる。

一方、御船山岩体については，杵島層群との接触部を観察することができるのは武雄高校南西隅

で， NW60
o

，はほ華麗の接触面を有している。また岩体本体から派生する岩脈について上述の 2ヶ

所で関係を観察することができる O 両地点には急、冷周縁相として黒曜岩~真珠岩が認められ，バイ

パス際のものは前述のように断層を伴っている。御船山岩体の流理構.造は充分な調査を行なってい

ないが 得られた測定値は70--80であり，急斜している O 以上の結果のほか，分布状態などからみ

て，本岩体の本体の産状は岩頚に属し，高雄高校付近のものおよび、箱水のものはそれぞれ岩脈およ

び断層に沿って貫入した派生岩体と思考する O

四 む す び-高橋ら (1957)は杵島層群の摺曲構造の生成後，火成岩の貫入および噴出によ

って，それらの摺曲構造がさらに助長されたのであろうと予想していたが，今回の調査で断面図，

(第 2図)に示すように，御船山岩体は明らかに背斜構造を助長している O このほかこの調査で次

のことが明らかになった。

1 )御船山岩体の本体の産状は岩頚であり， これから岩脈が派生している口

2 )蓬莱山岩体は中規模な貫入岩体であり西南方へ急斜しているものとみられる O

3 )巨視的にみると調査域は姥原・嬉野両ドームの一部をなすが，詳細にみると，この構造は

かなり強く変形されている。これは被曲運動後の断層運動および火成岩の貫入によるものと考えら

れる o

4 )両火成岩{本およぴ他の小岩脈は袴曲運動後に起ったNNW--NW系断層の弱線に沿って

入したものとみられる。

5 )北部の蓬莱山岩体は向斜軸に，南部の御船山岩体は背斜軸に貫入しており，南北の地質構

造が著しく異なるので，両者の間に NEE系の武雄断膚(新称)が推定される。この系統の断層は

NNW--時W系の断層後に生じたものと考えられる。

6 )摺曲運動およぴNNW--NW系の断層運動は中新世後期 (G)--問中期に生じたと考えら

れる O
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